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１　この冊子は、平成 24 年 11 月１日〜平成 24 年 12 月 28 日まで奈良市埋蔵文化財調査センターで
開催する、平成 24 年度秋季特別展『「奈良町」の考古学－発掘された近世・近代の奈良－』の解説パ
ンフレットです。
２　掲載した写真は、奈良市埋蔵文化財調査センターが撮影したものと、新規に佐藤右文が撮影した写
真（３・12〜 18・20 〜 23・25 〜 33・36・38 〜 41・43 〜 46・48 〜 52・60）、奈良女子大学（４）・
奈良県立橿原考古学研究所（53 〜 54・58 〜 60）・奈良文化財研究所（56・61）から借用したものを
使用しました。
３　掲載写真は展示品のすべてではありません。
４　本書の執筆・編集・レイアウトは埋蔵文化財調査センター職員の協力のもとに、中島和彦が行いま
した。
５　今回の特別展の開催にあたっては、下記の機関並び個人より、ご協力をいただきました。記して感
謝の意を表します。
　協力機関　独立行政法人　国立文化財機構　奈良文化財研究所、奈良県立橿原考古学研究所、国立大
　　　　　　学法人　奈良女子大学　奈良市史料保存館
　協力者　　芝康次郎、高木清生、土橋理子、坪之内徹、中川あや、前野さゆり、松平京子、山内章子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同　敬称略）

「和州奈良之図　繪図屋庄八版」　天保十五年五月（墨版）432㎜ ×562㎜　奈良市史料保存館蔵
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１.「奈良町」を掘る

高
た か ま

天町の調査

　文書史料が多く残されている近世以降は、ながらく考古学の対
象外でした。近年この時代の調査・研究も進み、考古資料から文
献史料とはまた別の新たな江戸時代の姿がみえてきました。出土
品を手がかりに、江戸時代以降の奈良をみてみましょう。ちょっ
と昔の道具たちが語る、奈良の歴史です。

　近鉄奈良駅の北側の高天町の発掘調査では、近世の遺構がよく
残っており、当時の宅地を知る上で貴重な資料が得られました。
　地表下約 1.2 ｍで、江戸時代以降の約 200 個の大小の遺構が
見つかりました。深さ約 0.8 ｍの平面形が長方形の、大きな土坑
の中からは、多くの遺物が出土しました。遺物の多くは焼物で、
瓦類、金属製品、建築部材などの木製品も出土しています。一度
にたくさん出たごみを埋めたものと考えられます。信楽産陶器の
仏
ぶっぱんき

飯器の底には「安永弐年（1773 年）」の墨書があり、18 世紀
後半の時期のものとわかりま
す。このようなゴミを埋めた
土坑がこの調査では他に数基
見つかっています。
　近世の遺跡では、この例の
ようにいろいろな遺物がたく
さん出土します。多くのもの
を作り出しては、使い捨てて
いる様は、どこか現代と似て
いないでしょうか。

１　高天町　発掘調査地全景

２　高天町　土坑全景

３　土坑出土土器一括　
　　　 高天町　（18 世紀後半）
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奈良奉行所の設置－近世奈良の確立－

中世から近世へ－今小路町・中
なかのしんや

新屋町・西
にしのしんや

新屋町の調査－

　慶長 18 年（1613 年）に江戸幕府は、奈良の町を
直接支配するため奉行所を置きました。奉行所は、興
福寺北西の北魚屋西町（現在の奈良女子大学内）にあ
り、一辺約 180 ｍの方形の濠を周囲に巡らします。
　昭和 57 年（1982 年）に北側の濠が発掘調査で見
つかり、濠の底からは、奉行所が設置された頃の遺物
が出土しています。江戸時代初めの肥前産陶磁器が多
く、奉行所が設置された時期をあらわす遺物として貴
重な資料です。

　今小路町では、中世の東西道路が見つかりました。江戸時代になる
と、道路北側の宅地が道路側に広がり、道幅を狭めます。またこの道
路に面して南側に正面を向けていた宅地が、京街道に面した東側に正
面を向けるようになり、この時に現在の今小路町が形づくられます。
　中新屋町では、室町時代に倒壊した元興寺の講堂跡地が、江戸時代
になり残存していた講堂の礎石を穴に放り込み宅地になっています。
　西新屋町でも中世の蔵

ぞうこつき

骨器が見つかり、その時期以降に宅地になっ
ています。
　元興寺境内地は、「新屋町」
の名の通り 16世紀末から 17
世紀初めに町となったことが
わかります。

４　奈良奉行所跡　発掘調査地全景（南から）

４　奈良奉行所跡　発掘調査地全景
奈良女子大学提供 ５　奈良奉行所跡　濠出土肥前産陶器（上）と磁器（下）

６・７　上段左から　今小路
　町と中新屋町発掘区全景
８・９　中段左から　西新屋
　町出土蔵骨器　土師器羽釜
　と刀子、中新屋町出土土器
　16 世紀末〜 17 世紀初め
10・11　下段左右とも　今
　小路町出土土器
　16 世紀後半〜 17 世紀初
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２. 焼物年表ー時代を示すものさしー

土師器皿－古代からつづく伝統品－　

土師器羽釜と炮
ほうらく

烙－深鍋から浅鍋へ－

　土中でも腐りにくい焼物類は、遺跡の時期を知る上で重要な遺物の一つです。縄文時代には縄文土器、弥生時
代には弥生土器がありますが、江戸時代には焼物の種類と量が増加します。長期間にわたって作りつづけられる
焼物の、形や作り方の変化を調べることによって、さまざまなことがわかります。

　古代以来作られていた土師器
皿は、江戸時代にも作られてい
ます。内側と口の縁の部分をな
でて滑らかに仕上げるだけの単
純な皿形をしていますが、くわ
しく観察すると、形・作り方・
色や質が少しずつ変化すること
がわかります。
　大きさは、口径が７㎝前後の
ものが多いですが、ほぼ１㎝ず
つ大きさを変えて 15㎝ほどま
で数種類作り分けています。
　中世に比べると出土量は減り
ますが、作られてからほどなく
捨てられる土師器皿は、年代を
知る重要な資料となります。

　土師器羽釜も、奈良では古代以来作られていた土器の一つですが、江戸時代には大きな変化がおこります。鍔
を巡らす羽釜の形はそのままに、だんだんと浅く、口も広くなり、深い鍋形から浅い鍋形に変化します。丸い底
部の作り方も変わります。江戸時代初めには、内側と外側から粘土を叩いて引きのばして作っていたいたものが、

江戸時代前半の 17 世紀中頃に
は、底の丸みにあわせた外型を
使って作るようになります。こ
れとともに、外側に強く曲げて
いた口の部分もしだいに小さく
なります。
　このように変化の大きい羽釜
と炮烙は、時期をよく表す資料
であるとともに、煮炊きする調
理から、煎ったり焼く調理へ
変っていったことがうかがえ、
当時の食文化を考える資料とな
ります。

　12　土師器皿　奈良市内各地　17 〜 19 世紀中頃

13　土師器羽釜・炮烙　奈良市内各地　17 〜 19 世紀中頃
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国産陶磁器の変化－流行の様式を追う－
　江戸時代の主流となる焼物は国産の陶磁器で、特に肥前産の磁器が数多く出土します。時期によって形の変化
が大きく、日本全域に流通しており、各地域間を同じ基準で比較できます。ただ壊れにくく長持ちするため、古
いものが永く伝えられていることもあります。
　江戸時代の椀・皿類を時代順に並べると、各時期の様相がわかります。17世紀には肥前産や瀬戸・美濃産の
陶器が出土し、天目椀が目立ちます。18世紀にはほとんどが肥前産の磁器となります。この時期の椀はやや小
振りで丸い形をしています。19世紀には蓋付きの碗が増え、さらに瀬戸・美濃産の磁器も現れます。明治時代
になった 19世紀中頃以降は、染付磁器の顔料の青色が濃くなり絵付け方法にも変化がみられます。

　擂鉢は各時期において一般的に出土
し、調理具としての大切なものであっ
たとわかります。奈良では中世以来信
楽産のものが主に使用されており、そ
の形の変化がわかります。信楽産の擂
鉢の出土が多い地域は、奈良の他は京
都と地元の近江だけで、その流通範囲
は広くありません。江戸時代の後半の
18 世紀末頃からは、泉州堺産の擂鉢
が増えていきます。堺産の擂鉢は近畿
をはじめ江戸でも出土しており、この
頃全国に広く流通していくようです。

14　国産陶磁器　椀・皿類　奈良市内各地　17 〜 19 世紀中頃

15　国産陶器　擂鉢　奈良市内各地　17 〜 19 世紀中頃
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３. 江戸時代を彩った焼物群

土師器

瓦質土器

　江戸時代の焼物の研究は、これまで美術工芸の分野でしたが、江戸時代の発掘調査が進むにつれて、焼物の考
古学的研究も進んできました。生産地や消費地からの出土品は、当時の社会、経済や生活文化のあり方を教えて
くれます。

　土師器の主要な製品は、皿・高台付き皿・羽釜・炮烙です。皿と高台付き皿は、中世からロクロを使わず、手
づくねで作り続けています。中世以来の土師器が、江戸時代にも引き続き作られている地域は、京都と奈良以外
ありません。この２つの地域の共通点には、寺社や貴族の存在があります。高台付き皿の高台内にある「春日社」
の墨書も、寺社との関係をうかがわせます。
　炮烙は近畿地方の各地で生産され、文献史料からも商品として流通していたことが知られます。奈良北部産（西
の京・市坂など）の炮烙（右写真上の２つ）の他、奈良盆地中
部産（天理・田原本周辺）のもの（右写真下の２つ）があります。

　瓦質土器は、「花かたに焼く奈良火鉢」
として中世には奈良の名産品でした。江戸
時代にもその伝統を受け継ぎ、奈良の「土

つち

風
ぶ ろ

炉」が知られています。
　出土遺物からは、風炉の他、コンロ・火
消壷・深鉢など様々な日用品が作られてい
ることがわかります。製作技術は中世から
大きく変わってはいませんが、18 世紀頃
の製品は、表面に炭素を吸着させず土師質
に焼き上げるようになります。19 世紀に
は再び瓦質焼成になるようですが、この一
時的な変化が当時の消費者側が求めたもの
なのか、生産者側が燻しの工程を省略した
ものなのかはわかりません。

16　土師器　高台付き皿　高天町　18 〜 19 世紀中頃 17　土師器　炮烙　高天町　19 世紀中頃

18　瓦質土器　鉢・焜炉類　奈良市内各地　17 〜 19 世紀中頃



8
1
2
L
0
4
3
 パ

ン
フ

レ
ッ

ト

8

輸入陶磁器

国産磁器の誕生と発展－肥前産磁器－

　白地に青で文様を描いた硬質の磁器（青花）は、長らく中国でのみ生産され、世界中のあこがれでした。16
世紀頃に中国の南方で多量に作られた青花が、奈良でも多く出土していますが、17世紀後半以降には出土量が
減ります。この時期、日本の肥前で磁器生産が始まったことがその大きな理由ですが、中国が明朝から清朝に変
わる際の混乱による陶磁器の輸出量の減少や、日本の鎖国政策の影響も考えられます。

　日本の磁器生産は、豊臣秀吉の朝鮮出兵の際に日本に連れ
て来られた朝鮮の陶工によって、九州で始められました。
　17 世紀初めに生産が始まった肥前産の磁器は、美しく清
潔な器として、またたく間に全国に普及し、17 世紀中頃か
らは奈良でも数多く流通します。碗と皿が主ですが、仏飯器
やそば猪

ち ょ こ

口など他にも多くの種類があり、描かれた図柄もさ
まざまです。江戸時代の日常の食器として使用される一方、
使用者の階層や好みによって、出土品の質や種類が異なりま
す。

19　輸入陶磁器　奈良市内各地　17 〜 19 世紀中頃 20　輸入陶磁器　下三条町　17 世紀中頃

21　肥前産磁器　大皿　瓦堂町　19 世紀中頃

22・23　肥前産磁器　碗類（左）・皿他（右）　奈良市内各地　17 世紀〜 19 世紀
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国産磁器生産の拡大－瀬戸・美濃産と三
さ ん だ

田産磁器－

奈良茶碗－奈良の名がついた肥前産磁器－

国産陶器の二大生産地－瀬戸・美濃と肥前－

　江戸時代後半頃の 18 世紀後半から、「奈良茶碗」と呼ばれる碗が全国的
に広く出土します。碗の形は丸いものから直線的なものまであり、描かれた
文様もいろいろですが、いずれも蓋付きである点が共通します。「奈良茶碗」
の名前の由来は明らかではありませんが、この時期「奈良茶」と呼ばれた茶
粥または茶飯の器として使われたためだとも考えられます。

　江戸時代の後半の 19 世紀になると、肥前以外でも磁
器生産が始まります。瀬戸・美濃産の磁器もこの頃に作
られ始め、全国に普及してゆきます。奈良でもこの頃に
瀬戸・美濃産の碗が出土します。肥前産磁器に比べ、染
付けの青の色がやや濃く、文様がにじむのが特徴です。

　兵庫県の三田産磁器は、土型で形を作り、厚い濃緑
色の青磁秞を掛けた製品が有名です。染付の急須も代
表的な製品で、奈良でもわずかながら出土しています。

　中世に日本国内で唯一、釉薬をかけた焼物である瀬戸・美濃産陶器は、江戸時代にも引き続き生産が続けられ
ました。奈良では、江戸時代前半の 17 世紀には天目茶椀が出土しますが、徐々に少なくなり 18 世紀以降は少
ししか見られません。17世紀前半の織

お り べ

部・志野といった茶陶の高級陶器の出土はきわめてまれです。
　一方、16 世紀末頃に生産が始まった唐津焼と呼ば
れる肥前産の陶器は、椀・皿の製品が多く、17〜 18
世紀には多く出土します。18 世紀後半以降は生産量
が減り、奈良での出土量も少なくなります。

25　上　瀬戸・美濃産磁器　高天町　19 世紀中頃
26　左　三田産磁器　高天町・瓦堂町　19 世紀中頃

27　上　瀬戸・美濃産陶器　奈良市内各地　17 世紀〜 
　　19 世紀
28　左　肥前産陶器　奈良市内各地　17 世紀〜 18 世
　　紀

24　奈良茶碗　高天町　19 世紀
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椀から壷・甕まで－信楽産陶器－

その他の陶器－備前・丹波産他－

焼
やきつぎ

継－もう一つの焼物産業－
　江戸時代後半の 19 世紀頃の磁器に、低い温度で溶けるガ
ラスで接着して修復したものがあります。接着のあとは、透
明または白濁した細い筋状の線になります。底面にもこのガ
ラスで文字や記号を記していま
す。大皿など貴重な器がよく修
繕されています。

　信楽産の陶器は中世には六古窯の１つに数えられて
おり、中世の時期から奈良では多く流通します。特に
擂鉢や甕が多数作られています。擂鉢は表面に泥を塗
り赤茶色に焼き上げ、甕は褐色の釉薬をかけるだけで、
いたって素朴な作りです。
　江戸時代後半の 19 世紀には、京焼と呼ばれる京都
産の陶器の影響をうけて多数の施釉陶器が生産されて
います。この時期の製品には、煎茶椀などの食器、擂
鉢に加えて行平鍋や土瓶などの調理具、仏飯器や花瓶
などの仏具、壷・甕の貯蔵具と、ほとんどの日用品を
作っています。
　当時の奈良の人々にとって、最も親しみ深かった焼
物だったと想像されます。
　なお信楽焼で有名なたぬきの置物は、昭和に入って
からの製品で、江戸時代の遺跡からは出土していませ
ん。

　肥前、瀬戸・美濃、信楽産以外の産地の陶器は、江
戸時代の奈良では少数派です。備前と丹波産陶器の擂
鉢は江戸時代の初めのものが出土します。京都産の陶
器は、椀類が主に出土します。
　江戸時代の後半の 19 世紀前半には、泉州の堺産の
擂鉢の出土が増えます。この時期には日本各地で多く
の陶磁器の生産地が現れ、産地の確定が困難な出土品
も多くなります。

31　焼継された磁器　
　　高天町・瓦堂町（19 世紀前半） 底面の文字と記号

29　信楽産陶器　奈良市内各地　17 世紀〜 19 世紀

30　その他の国産陶器　奈良市内各地　17 世紀〜　
　　19 世紀
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４. 奈良の名産品

製墨

晒

　中世には大寺社の需要をまかない、商品生産を発達させていた奈良では、「奈良晒」「油煙墨」「奈良酒」「奈良
火鉢」などの奈良ブランド製品が作られました。江戸時代になると「赤

あかはだ

膚焼」も表れ、地域商品の「ブランド化」
が進みます。

　墨は、松や油を燃やして得られた煤
すす

と膠
にかわ

を練り合わせて作られます。
奈良の製墨の開始については伝説が多く不明ですが、室町時代後半の
文献には「油

ゆ え ん

煙」として記され各地へ贈答されており、16 世紀頃に
はさかんに生産されていたようです。素焼きの皿に油を入れ灯明を焚
き、その上に取っ手の付いた径約 18㎝の皿形の素焼きの蓋をかぶせ
て煤を採取します。
　油煙を採取するための蓋は、16 世紀後半〜 20 世紀中頃の遺構か
ら出土しており、いずれも内外面に煤が付着し、蓋の内側は平滑に仕
上げられています。室町時代の京都では、口径約 11㎝で浅い砲弾形
をした煤を採取する土器が出土しており、奈良でも同様のものが 14
世紀後半頃（室町時代前半）の遺構から出土しています。

　奈良の名産品の筆頭である奈良晒の生産をものがた
るものが、「麻

あさびた

浸し」または「舌
し た だ

出し」ともよばれる
土器です。浅い鉢形の口の一方に、横方向にのびる部
分（舌）を付けたこの土器は、麻の繊維を撚って麻糸
を紡ぐ際に水などに浸すための容器です。茶道界では、
茶器（灰器など）にも利用されています。
　出土品では、江戸時代後半の頃の 19 世紀前半のも
のが確認できます。

32　瓦質土器・土師器　麻浸し　高天町（19 世紀前半）

33　採煙用の土器　奈良市内各地（14 〜 20 世紀中頃）

34　採煙の道具と作業場
「造墨図絵」から
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酒造

奈良にもたらされた名産品

赤
あかはだ

膚焼

　江戸時代の奈良の名産のひとつに「菊屋治左衛門」
が売り出した「あられ酒」があります。猿沢池に浮か
ぶ「霰」から発想を得たと伝えられるこの酒は、薬酒
で、奈良土産として親しまれています。
　高天町で出土した瓢箪形の施釉陶器の瓶は、「あら
れ酒」の瓶とみられ、底近くには「きくや」の刻印が
あります。一緒に「あられ酒」「きくや」と書かれた
猪口なども出土しています。これらは、近代（20 世
紀初頭）のもので、現在販売されている「あられ酒」も、
同じような瓢箪形の瓶に詰められています。

　発掘調査の出土品には各地の名産品やその容器とわかるものがあり、当時
の商品流通がうかがえます。
　豊前小倉産の水飴は、「三

さんかんあめ

官飴」と呼ばれ全国的に有名で、陶器の壷に入
れて販売されました。壷は底が分厚く作られており、大変な上げ底です。蓋
は見つかっておらず、陶製以外のものであった可能性があります。江戸・京
都・大阪でも同様のものが出土しています。壷は上

あ が の

野焼と呼ばれる北九州で
作られたものです。

　赤膚焼は、五条山で作られた焼物で、開始時期は不
明ですが、江戸時代後半の寛政元年（1789 年）に生産
が始まったとされます。郡山城下の商人住吉屋平蔵と、
陶工の弥右衛門が生産を開始し、その後郡山藩藩主柳沢
保光から「赤膚山」の名を賜ります。19世紀前半には、
奥田木

もくはく

白の名品により赤膚焼はその名を上げます。
　赤膚焼は、奈良では 19世紀の遺構から数例出土して
おり、大阪からも出土しています。赤膚焼は底部付近に
刻印があり、いずれも瓢箪の中に「赤ハタ（ダ）」と記
されます。しかし、同一の意匠でも刻印のないものがあ
り、無刻印の赤膚焼も数多くあるようです。
　大安寺町出土の皿は、内側に「□□御水茶や　火打焼」
の文字と鹿の絵が描かれています。春日参道の荷茶屋で、
銘菓の火打焼をのせて出していた皿です。

37　施釉陶器　瓶・猪口・片口鉢、ガラス瓶
　　高天町　20 世紀初め

38　三官飴壷　高天町　19 世紀中頃

35　上　赤膚焼　皿・鉢　高天町　19 世紀中頃
36　下　赤膚焼　皿　大安寺四丁目　20 世紀



1
2
L
0
4
3
 パ

ン
フ

レ
ッ

ト

13

13

瓦作り
　延宝二年（1674 年）に、近江の瓦師西村半兵衛が、
従来の丸瓦と平瓦を合わせた桟瓦を発明し、以後町屋
にも瓦葺きが普及したとされています。今小路町出土
の両
りょうさんがわら

桟瓦は、現在山口県岩国市にしか類例が無い珍し
いものです。18 世紀初頭のもので、本瓦葺から桟瓦
葺へ移り変わる時期の瓦葺きの一手法とみられます。
　西笹鉾町で見つかった 19 世紀前半の瓦窯は、「ダ
ルマ窯」と呼ばれる構造で、窯の底の部分が残ってい
ました。周辺の土坑からは焼け歪んだ桟瓦が出土して
います。

　焼
やきしおつぼ

塩壷は、壷の中に粗
あらじお

塩をつめて焼いて、にがりを取っ
た高級な塩の容器で、食卓塩として使っています。贈答
品としても用いられました。泉州堺産のものが有名で、
壷の外側には堺産であることを示す刻印を押し、ブラン
ド化しています。少量ですが京都産の焼塩壷も出土しま
す。
　近江の高島産の硯は石質が良質で、当時高い評価を得
ています。硯の裏面には「□□髙嶋石」と線刻されてい
ます。　

39　髙嶋硯と裏面の線刻　高天町　19 世紀中頃

40　上　焼塩壷　奈良市内各地
　　　　 16 世紀〜 18 世紀
　　 下　焼塩壷　刻印
　　　　 「御壷塩師　堺湊伊織」

41　両桟瓦　今小路町　18 世紀初頭 43　瓦窯関係遺物　西笹鉾町　19 世紀前半

42　瓦窯全景　西笹鉾町　19 世紀前半
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５. 町中の生活の品々

明かり

文房具

化粧道具

　江戸時代の夜、家の中を照らしていたのは、
灯油を入れた皿に灯芯を浸した灯明の明かりで
した。灯明皿には、古代以来土師器の皿が使用
されてきましたが、18 世紀頃から国産の施釉
陶器の皿が使用され始め、19 世紀には油受け
皿やひょうそく、カンテラなど灯火具の種類も
増えます。これらは信楽産の陶器がほとんどで、
発掘調査ではよく出土します。　
　一方、燭台は出土が少なく、蝋燭は高価だっ
たことがうかがえます。

　硯は文房四宝に中でも最も珍重され、髙嶋（近
江）、赤

あ か ま

間（長門）など有名な産地があります。
方形が基本で、墨を摺る墨堂部分と、墨が溜まる
硯池部分からなる形は現在と変わりません。
　水

すいてき

滴は墨を摺るときの水を貯める容器で、注ぎ
口があります。硯箱へ入れやすい方形の簡素な形
のものがある一方、机上の装飾のため凝ったつく
りのものもあります。
　こうした文房具の出土は、江戸時代の識字層の
広がりを教えてくれます。

　生活にゆとりができると、人々は身だしなみ
に気をつかうようになります。男女ともに各種
の髪型が発達し、髪型を整えるために鬢

びんすい

水（一
種の整髪料）や髪油を櫛に付けて髪を梳いてゆ
きます。細長い櫛に鬢水などを付けやすい形に
した容器が、鬢

びんだらい

盥です。
　女性の口元を彩る紅は、紅皿と呼ばれる小型
の磁器の皿に入れて販売されます。また既婚女
性は、歯を黒く染めるお歯黒をしていました。

　江戸時代の出土遺物には、現代も引き続き使用されているものや、失われたものが混在しています。出土遺物
から当時の生活をみてみましょう。　

44　明かりの道具　高天町　19 世紀中頃

45　石硯　水滴　奈良市内各地　18 〜 19 世紀

46　化粧の道具　奈良市内各地
　　18 〜 19 世紀
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土人形
　江戸時代初頭の 17 世紀初め頃に、
日本各地で小さな犬の素焼きの土人形
が出土します。５㎝ほどの大きさで、
粘土をひねって形作っています。大阪
城跡周辺で多数出土しており、各地の
出土品もこれと似ていることから、大
阪を起源としたなんらかの文化的な流
行が考えられます。
　18世紀頃からは、人物、動物、建物、
土鈴など様々な種類の土人形が現れま
す。型作りで作るもの、釉薬をかける
ものなど作り方も様々です。中には精
巧に出来たミニチュア品もあり、当時
の製作者のこだわりがうかがえます。
　これら土人形は、京都の伏見稲荷で
土産物として販売されていた「伏見人
形」が有名ですが、各地方でも生産さ
れており、伏見人形だけではないよう
です。

48　土人形　奈良市内各地（18〜 19世紀）

47　犬形土製品　奈良市内各地（17世紀初め）
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植木鉢と水
すいきんくつ

琴窟

喫茶と喫煙
　江戸時代には煎茶が普及します。江戸時代後半の
19 世紀前半には信楽産陶器の土瓶・急須の出土が増
え、その広がりがわかります。また茶壷には、外面に
「南都」「御用御茶師」など店舗名を書くものもあり、
一種のブランド化が認められます。

　植木鉢専用の焼物が出現するのは、江戸時代中頃の18世紀中頃のようです。鉢植え栽培は中世の絵図にみられ、
通常の鉢の底を打ち欠いて使用しています。専用の器が作られる背景には、都市部での園芸の流行や普及が考え
られます。また植木鉢の大きさや形などは様々で、植木
の種類が多かったことがわかります。
　水琴窟は、庭に作られた手

ちょうず

水の排水施設の一種で、土
中に伏せて埋設した甕の中に滴り落ちる水滴の反響音を
楽しむものです。江戸時代の後半の 19 世紀には出現し、
明治時代に流行します。

　日本に煙草が伝わったのは 16 世紀末頃とされ、江戸
時代にはいってすぐの 17 世紀初頭には流行していたよ
うです。喫煙には煙管が主に使われます。煙管は、煙草
の葉を入れる雁

がんくび

首と吸口部分を金属でつくり、その間の
羅
ら お

宇は竹で作ります。

49　土瓶・急須・煎茶碗・茶壷　高天町他（19 世紀）

50　左　煙管　高天町（18 〜 19 世紀）

51　国産陶器　植木鉢　高天町（19 世紀中頃） 52　水琴窟　北室町（19 世紀後半）
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６. 近代をむかえた奈良

鉄道の開通

学校の設置

　明治維新をむかえた奈良にも、近代化の波が押しよせます。この時期の出土品からは、「奈良の近代化」もう
かがえます。

　明治 23 年（1890 年）に、奈良〜王寺間にはじめ
て鉄道が開通しました。新橋〜横浜間に日本ではじめ
て鉄道が開通（明治５年）してから18年後のことです。
鉄道の開通は、奈良の近代化を象徴するできごとでし
た。
　平成 17 年度に奈良県立橿原考古学研究所の発掘調
査によって、奈良駅構内で煉瓦積みの転車台がみつか
りました。煉瓦の型式と駅舎の変遷史料から、この転
車台は明治 23 年の開業時、または明治 29 年に駅舎
を建て替えた時期のものと考えられます。出土した煉
瓦には製作会社の印の「　」、「　」などが刻印されて
います。

　明治５年（1872 年）に「学制」が発布され学区が定められますと、それまであった私学校が公立学校に編成
し直され、奈良の町には７校の小学校が設置されました。
　平成 13 年度に奈良文化財研究所が発掘調査し
た、高畑町の大乗院庭園跡は、明治 16年（1883 年）
から明治 32 年（1899 年）まで飛鳥小学校があっ
た場所です。当時学校で使用していた文房具の石
盤・石筆に、石硯（高島硯）の他、子供が「石蹴り」
に使ったらしい「ビンチャン」と墨書された円盤
形の土製品なども出土しています。

54　転車台使用の煉瓦　奈良駅・三条本町（19 世紀末）　奈良県立橿原考古学研究所提供

56　石盤、石筆、石硯、円盤形土製品
高畑町（19 世紀後半） 　 奈良文化財研究所提供

53　転車台全景　奈良駅・三条本町（19 世紀末）
奈良県立橿原考古学研究所提供

55　飛鳥学校銘の瓦
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戦時下の奈良

近代を物語る遺物－ガラス瓶類－

　昭和６年（1931 年）の満州事変から昭和 20 年の
敗戦まで、15 年間にわたり戦争がつづきました。大
規模な戦火を免れた奈良ですが、生活経済に与えた影
響は大きく、市民生活は苦しいものでした。
　奈良市内の発掘調査では、単に地面に穴を掘っただ
けの簡易な防空壕が数基見つかっていますが、鳴

なるかわ

川町
では、コンクリート製の丈夫な防空壕が１基見つかっ
ています。
　また法華寺町内の航空自衛隊構内の発掘調査では、
旧日本軍の小銃・銃剣と、工具箱とガラス瓶が出土
しています。ガラス瓶は「CokaCola」（コカ・コー
ラ）と陽刻され、ロゴなどから 1937 〜 1948 年（昭
和 12 〜 23 年）にアメリカで生産されたものとわか
ります。この地は戦時中に西部国民勤労訓練所が設置
され、戦後の昭和 20 年には米軍が進駐しており、出
土品は訓練所と進駐軍で使用されていたものです。な
お米軍キャンプナラＥ地区の造成により、周辺の古墳
のいくつかはこの時に削平されました。

　発掘調査で出土するガラス製品は、近代になると
出土例が増えます。中には製品名や会社名が記され、
用途や時期がわかるものがあります。
　「奈良市　植村牧畜場」の銘のある牛乳瓶（写真
左）は、現在も般若寺町で営業を続ける植村牧場の
ものです。明治 16 年（1883 年）創業の奈良県最
古の牧場ですが、瓶の作り方と栓の形態から、明治
30年代から大正の頃製造の牛乳瓶とみられます。
　この他、「嘉納合資会社　灘御影」（現白鶴酒造）
の酒瓶、「花芝　大松牛乳舗」の牛乳瓶、「山田安民」
（現ロート製薬）の目薬瓶などがあります。

57　防空壕とその復元模型・鳴川町（20 世紀中頃）

58　（左）小銃と銃剣
59　（中上）工具箱　表 　（中下）工具箱　内部
60　（右）ガラス瓶
      いずれも法華寺町（20 世紀中頃）　奈良県立橿原考古学研究所提供　

61　ガラス瓶類（左）　登大路町　奈良文化財研究所提供

　　（右）下三条町・高天町（20 世紀初頭〜中頃）
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番号 遺跡名 所在地 番号 遺跡名 所在地
1 大和 14号墳 法華寺町 14 近世奈良（阿字万字町）遺跡阿字万字町
2 奈良奉行所跡 北魚屋西町 15 近世奈良（北室町）遺跡 北室町
3 興福寺旧境内 登大路町 16 近世奈良（中新屋町）遺跡 中新屋町
4 近世奈良（西笹鉾町）遺跡 西笹鉾町 17 近世奈良（西新屋町）遺跡 西新屋町
5 近世奈良（今小路町）遺跡 今小路町 18 近世奈良（芝突抜町）遺跡 芝突抜町
6 近世奈良（水門町）遺跡 水門町 19 近世奈良（南袋町）遺跡 南袋町
7 近世奈良（高天町）遺跡 高天町 20 近世奈良（南新町）遺跡 南新町
8 近世奈良（中筋町）遺跡 中筋町 21 近世奈良（鳴川町）遺跡 鳴川町
9 近世奈良（林小路町）遺跡 林小路町 22 近世奈良（綿町）遺跡 綿町
10 近世奈良（西之阪町）遺跡 西之阪町 23 近世奈良（瓦堂町）遺跡 瓦堂町
11 三条本町所在遺跡 三条本町 24 近世奈良（井上町）遺跡 井上町
12 近世奈良（下三条町）遺跡 下三条町 25 大安寺旧境内 大安寺四丁目
13 近世奈良（椿井町）遺跡 椿井町

展示品の出土した主な遺跡　1/25,000
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展示品目録
種類 器種 遺跡名 出土地 年代 点数 所蔵・保管

１　奈良町を掘る

3
土師器 皿・高台付き皿・

炮烙 近世奈良遺跡 高天町 18c 後 12

信楽産陶器
椀・皿・仏飯器・
鉢・擂鉢・土瓶・
鍋蓋・甕・壷

近世奈良遺跡 高天町 18c 後 12

高天町の調査 丹波産陶器 壷 近世奈良遺跡 高天町 18c 後 1
堺産陶器 擂鉢 近世奈良遺跡 高天町 18c 後 1

肥前産磁器

碗・皿・筒茶碗・
小碗・段重ね・
鉢・花瓶・猪口・
仏飯器・瓶・紅
皿

近世奈良遺跡 高天町 18c 後 38

5 肥前産陶器 椀・皿・向付 奈良奉行所跡 北魚屋西町 17c 前 6 奈良女子大学

肥前産磁器 皿 奈良奉行所跡 北魚屋西町 17c 前 4 奈良女子大学
8 土師器 羽釜 近世奈良遺跡 西新屋町 17c 前 1

鉄製品 刀子 近世奈良遺跡 西新屋町 17c 前 1
9 土師器 羽釜 近世奈良遺跡 中新屋町 16c 末 1

土師器 皿 近世奈良遺跡 中新屋町 16c 末 2
肥前産陶器 椀 近世奈良遺跡 中新屋町 16c 末 2
瀬戸・美濃産陶器 皿 近世奈良遺跡 中新屋町 16c 末 1
信楽産陶器 擂鉢 近世奈良遺跡 中新屋町 16c 末 1
備前産陶器 鉢 近世奈良遺跡 中新屋町 16c 末 1
青花 大皿 近世奈良遺跡 中新屋町 16c 末 1

10 土師器 皿 近世奈良遺跡 今小路町 16c 後 3
中世から近世へ 土師器 羽釜 近世奈良遺跡 今小路町 16c 後 1

瓦質土器 擂鉢 近世奈良遺跡 今小路町 16c 後 1
瀬戸・美濃産陶器 椀 近世奈良遺跡 今小路町 16c 後 1
信楽産陶器 擂鉢 近世奈良遺跡 今小路町 16c 後 1
青花 皿 近世奈良遺跡 今小路町 16c 後 1

11 土師器 皿 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 3
土師器 羽釜 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 1
瓦質土器 壷 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 1
肥前産陶器 椀 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 2
肥前産陶器 皿 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 2
瀬戸・美濃産陶器 椀 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 1

皿 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 1
信楽産陶器 擂鉢 近世奈良遺跡 今小路町 17c 初 1

２　焼物年表

土師器皿

12

土師器 皿 近世奈良遺跡

北室町・林小路
町・西笹鉾町・
高天町・西新屋
町・井上町・林
小路町

17c 初〜 19c
中 39

13 土師器 羽釜 近世奈良遺跡 北室町 17c 初・中 2

土師器 炮烙 近世奈良遺跡 西笹鉾町・高天
町・南新町・

17c 後〜 18c
後 6

14
肥前産陶器 椀 近世奈良遺跡 北室町・西笹鉾

町・高天町
17c 初〜 18c
前 5

肥前産陶器 皿 近世奈良遺跡 北室町・井上町・
高天町

17c 初〜 18c
中 3

瀬戸・美濃産陶器 椀 近世奈良遺跡
北室町・林小路
町・西笹鉾町・
高天町

17c 前〜 18c
前 6

瀬戸・美濃産陶器 皿 近世奈良遺跡 北室町 17c 前 1
信楽産陶器 椀 近世奈良遺跡 高天町・林小路町 18c 後・19c 前 2

奈良奉行所の設置

土師器羽釜と炮烙

国産陶磁器の変化
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14
肥前産磁器 碗

下三条町・西笹
鉾町・高天町・
井上町・綿町

17c 中〜 19c
中 10

肥前産磁器 皿 近世奈良遺跡 下三条町・井上町 17c 中・18c 中 2

肥前産磁器 猪口 近世奈良遺跡 高天町 18c 後・19c 中 2

瀬戸・美濃産磁器 碗 近世奈良遺跡 林小路町・高天町 19c 前・中 2
国産磁器 皿 近世奈良遺跡 高天町 19c 後 1
国産磁器 湯飲碗 近世奈良遺跡 西笹鉾町 19c 後 1
国産磁器 碗 近世奈良遺跡 林小路町 19c 後 1

15
信楽産陶器 擂鉢 近世奈良遺跡

北室町・南城戸
町・南新町・井
上町・高天町

17c 前〜 18c
後 5

堺産陶器 擂鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

16 土師器 高台付き皿 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 3
土師器 高台付き皿 近世奈良遺跡 下三条町 17c 中 2

17 土師器 炮烙 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
土師器 炮烙 近世奈良遺跡 林小路町 19c 前 3

18 瓦質土器 深鉢 近世奈良遺跡 北室町 17c 前 1
瓦質土器 火消壷 近世奈良遺跡 高天町 17c 中 1
瓦質土器 深鉢 近世奈良遺跡 阿字万字町 18c 前 1
瓦質土器 焜炉 近世奈良遺跡 高天町 18c 前 1
瓦質土器 風炉 近世奈良遺跡 阿字万字町 18c 前 1
瓦質土器 火鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 前 1
瓦質土器 火鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

19
青花 碗・皿・鉢・

大皿 近世奈良遺跡
北室町・椿井町・
阿字万字町・高
天町

17c 初〜 19c
中 7

20 青花 大皿・碗・皿 近世奈良遺跡 下三条町 17c 中 6
21 肥前産磁器 大皿 近世奈良遺跡 瓦堂町 19c 中 1
22
・
23 肥前産磁器 碗 近世奈良遺跡

下三条町・椿井
町・高天町・井
上町・南新町・
水門町・

17c 中〜 19c
中 21

肥前産磁器 皿 近世奈良遺跡
北室町・下三条
町・林小路町・
井上町・高天町

17c 前〜 19c
中 8

肥前産磁器 瓶 近世奈良遺跡 今小路町 18c 中 1
肥前産磁器 小碗 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

肥前産磁器 小杯 近世奈良遺跡 林小路町・中新
屋町・高天町

17c 中〜 18c
前 4

肥前産磁器 筒茶碗 近世奈良遺跡 林小路町・井上
町・綿町

17c 中〜 19c
中 3

肥前産磁器 猪口 近世奈良遺跡 今小路町・井上
町 18c 中 3

肥前産磁器 御神酒徳利 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

肥前産磁器 仏飯器 近世奈良遺跡 高天町・井上町 18c 前〜 19c
中 3

奈良茶碗 24 肥前産磁器 碗 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
25 瀬戸・美濃産磁器 碗 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 2

瀬戸・美濃産磁器 小碗 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 3
国産磁器生産の拡大 26 三田産磁器 鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

三田産磁器 皿 近世奈良遺跡 瓦堂町 19c 中 1
三田産磁器 急須 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

27
瀬戸・美濃産

天目椀・丸椀・
丸皿・折縁皿・
向付・蓋・水甕

近世奈良遺跡
北室町・下三条
町・林小路町・
阿字万字町・高
天町

17c 前〜 19c
中 15

28

肥前産 椀・皿・花生・蓋・
鉢・大皿 近世奈良遺跡

西之阪町・阿字
万字町・北室町・
西笹鉾町・高天
町・井上町

17c 前〜 18c
中 20

瓦質土器

輸入陶磁器

国産磁器の誕生と発展

国産陶器の二大生産地

種類 器種 遺跡名 出土地 年代 点数 所蔵・保管

３　江戸時代を彩った焼物群

国産陶磁器の変化

土師器



22
1
2
L
0
4
3
 パ

ン
フ

レ
ッ

ト

22

椀から壷・甕まで

29

信楽産

皿・灯明皿・灯
明受・台付灯明
受・椀・蓋物・
香炉・仏飯器・
線香立て・猪口・
片口・鉢・擂鉢・
建水・壷・茶壺・
花瓶・行平鍋・
両手鍋・土瓶

近世奈良遺跡
下三条町・北室
町・阿字万字町・
高天町

17c 中〜 19c
中 30

30 堺産 擂鉢 近世奈良遺跡 中新屋町 18c 後 1
丹波産 擂鉢 近世奈良遺跡 北室町 17c 前・中 2
珉平焼 皿 近世奈良遺跡 中新屋町 19c 後 1

京都産 椀・丸椀・蓋 近世奈良遺跡 阿字万字町・高
天町・西笹鉾町

18c 前〜 19c
中 3

備前産 擂鉢・瓶・壷・
皿 近世奈良遺跡 北室町 17c 前〜 19c

中 4

31 瀬戸・美濃産磁器 鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
焼継 肥前産磁器 大皿・皿・鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 3

青花 大皿 近世奈良遺跡 瓦堂町 19c 中 1
４　奈良の名産品

32 瓦質土器 舌出し 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 2
土師器 舌出し 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

33 土師器 蓋 近世奈良遺跡 北室町 14c 中 1

製墨 土師器・瓦質土器 蓋 近世奈良遺跡・
三条本町所在遺跡

高天町・今小路
町・北室町・林
小路町・三条本
町

16c 中〜 20c
中 9

瓦質土器 皿 三条本町所在遺跡 三条本町 20c 中 2

35 赤膚焼 皿・猪口 近世奈良遺跡 高天町・下三条
町 19c 中 4

36 赤膚焼 皿 大安寺旧境内 大安寺四丁目 20c 中 1
37 丹波産陶器 瓶 近世奈良遺跡 高天町 20c 前 3

赤膚産？ 瓶 近世奈良遺跡 高天町・下三条
町 20c 前 5

ガラス瓶 近世奈良遺跡 高天町 20c 前 1
国産陶器　　　　
　　　（産地不明）

猪口・ぐい飲み・
小鉢 近世奈良遺跡 高天町 20c 前 4

38 三官飴壷 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
39 石硯 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

奈良にもたらされた名産品

40

焼塩壷 焼塩壷 近世奈良遺跡
北室町・阿字万
字町・下三条町・
高天町・椿井町・
高畑町・井上町

17c 前〜 18c
中 18

焼塩壷 蓋 近世奈良遺跡 下三条町・椿井
町・高天町

17c 中〜 18c
中 7

41
瓦

軒両桟瓦・両桟
瓦・軒平瓦・平
瓦

近世奈良遺跡 今小路町 18c 前 6

43 軒桟瓦・軒丸瓦・
軒平瓦・桟瓦・
窯着瓦・窯体片

近世奈良遺跡 西笹鉾町 19c 前 11

５　町中の生活の品々
44

信楽産

灯明皿・灯明皿
受け・台付灯明
受・灯明芯押さ
え・ひょうそく・
カンテラ

近世奈良遺跡 高天町 19c 中 8

土師器 灯明皿 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
肥前産 燭台 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
信楽産 燭台 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

45 肥前産 水滴 近世奈良遺跡 高天町 18c 前 1
信楽産 水滴 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

石硯 近世奈良遺跡
今小路町・阿字
万字町・瓦堂町・
中筋町

18c 前〜 19c
中 5

その他の陶器

赤膚焼

瓦作り

明かり

文房具

酒造

晒

種類 器種 遺跡名 出土地 年代 点数 所蔵・保管

瓦

瓦 鬼瓦 伝世品 1伝柳生藩南都屋敷土蔵使用
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47
土製品 犬形土製品 近世奈良遺跡 北室町・椿井町・

三条本町 17c 初 8

48

土製品 人物 近世奈良遺跡
中院町・高畑町・
西新屋町・脇戸
町・井上町・林
小路町・高天町

18c 前〜 19c
中 28

土製品 動物 近世奈良遺跡 脇戸町・下三条
町・高天町

18c 前〜 19c
中 16

土製品 道具他 近世奈良遺跡 下三条町・高天
町

18c 前〜 19c
中 13

喫茶と喫煙

49 信楽産陶器 急須 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
産地不明陶器 急須 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
肥前産陶器 煎茶碗 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1
信楽産陶器 土瓶 近世奈良遺跡 中新屋町 18c 後 1
赤膚焼？ 茶壺 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 2

50 銅製品 煙管 近世奈良遺跡 高天町 18c 前〜 19c
中 6

51 信楽産陶器 植木鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 2
植木鉢と水琴窟 丹波産？陶器 植木鉢 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 1

52 信楽産陶器 甕 近世奈良遺跡 北室町 19c 後 1

鉄道の開通 54 煉瓦 旧国鉄奈良駅 三条本町 19c 後 5 奈良県立橿原考古学研究所

学校の設置

55 瓦 鬼瓦 伝世品 20c? 1
56 石製品 石板 旧大乗院庭園跡 高畑町 19c 後 3 奈良文化財研究所

石製品 石硯 旧大乗院庭園跡 高畑町 19c 後 1 奈良文化財研究所
石製品 石筆 旧大乗院庭園跡 高畑町 19c 後 1 奈良文化財研究所
瓦質土器 石板 旧大乗院庭園跡 高畑町 19c 後 1 奈良文化財研究所
円盤形土製品 旧大乗院庭園跡 高畑町 19c 後 1 奈良文化財研究所

57 復元模型 防空壕 近世奈良遺跡 鳴川町 20C中 1
58 鉄製品 小銃 大和 14号墳 法華寺町 20C中 1 奈良県立橿原考古学研究所

戦時下の奈良 金属製品 銃剣 大和 14号墳 法華寺町 20C中 1 奈良県立橿原考古学研究所
59 工具箱 大和 14号墳 法華寺町 20C中 1 奈良県立橿原考古学研究所
60 ガラス製品 コカコーラ瓶 大和 14号墳 法華寺町 20C中 1 奈良県立橿原考古学研究所
61 ガラス製品 牛乳瓶 興福寺旧境内 登大路町 19c 後 1 奈良文化財研究所

ガラス製品 牛乳瓶　栓 興福寺旧境内 登大路町 19c 後 1 奈良文化財研究所
近代を物語る遺物 ガラス製品 牛乳瓶 近世奈良遺跡 高天町 19c 後 1

ガラス製品 目薬瓶 近世奈良遺跡 高天町 19c 後 1
ガラス製品 日本酒瓶 近世奈良遺跡 下三条町 20C前 1

土人形

化粧道具

６　近代をむかえた奈良町

種類 器種 遺跡名 出土地 年代 点数 所蔵・保管
46 信楽産 鬢盥 近世奈良遺跡 阿字万字町 18c 前 1

軟質施釉陶器 鬢盥 近世奈良遺跡 高天町 18c 前 1
肥前産 紅皿 近世奈良遺跡 高天町 19c 中 3
銅製品 紅皿 近世奈良遺跡 北室町 17c 前 1

平成 24 年度　秋季特別展

「奈良町」の考古学　－発掘された近世・近代の奈良－

平成 24年 10 月 31 日発行

編集　奈良市埋蔵文化財調査センター

発行　奈良市教育委員会
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